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熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

〜
熱
中
症
の
発
生
は
、

　

７
〜
８
月
が
ピ
ー
ク
で
す
〜

高
齢
受
給
者
証
・
限
度

額
適
用
認
定
証
（
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
）

の
更
新
に
つ
い
て

平
成
２９
年
８
月
診
療
分
か

ら
、
７０
歳
以
上
の
方
の
高

額
療
養
費
自
己
負
担
限
度

額
が
変
わ
り
ま
す

健康いきいき課

町民課

町民課

　

熱
中
症
は
、
適
切
な
予
防
を
す
れ

ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
人
ひ

と
り
が
熱
中
症
の
正
し
い
知
識
を
も

っ
て
、暑
い
夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
。

熱
中
症
予
防
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１　

高
齢
者
は
上
手
に
エ
ア
コ
ン
を

　

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
方
は
、
暑

さ
で
徐
々
に
体
力
が
低
下
し
、
室
内

で
も
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
節
電
中
で
も
上
手
に
エ
ア
コ
ン

を
使
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

エ
ア
コ
ン
を
使
う
こ
と
が
苦
手
な

方
は
、
扇
風
機
を
使
う
、
窓
に
遮
光

カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
を
か
け
る
な

ど
、
室
温
が
上
が
ら
な
い
よ
う
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。

　

周
り
の
方
も
、
高
齢
者
の
い
る
部

屋
の
温
度
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

２　

暑
く
な
る
日
は
要
注
意

　

熱
中
症
は
、
暑
い
環
境
に
長
時
間

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
症
し
ま

す
。

　

特
に
、
梅
雨
明
け
で
急
に
暑
く
な

る
日
は
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
要
注
意
で
す
。

　

ま
た
、
夏
の
猛
暑
日
も
注
意
が
必

要
で
す
。
湿
度
が
高
い
と
体
か
ら
の

汗
の
蒸
発
が
妨
げ
ら
れ
、
体
温
が
上

昇
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

猛
暑
の
時
は
、
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た

室
内
な
ど
、
早
め
に
涼
し
い
と
こ
ろ

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

３　

水
分
を
こ
ま
め
に
補
給

　

の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
を
補
給
し

ま
し
ょ
う
。
汗
に
は
塩
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
大
量
の
汗
を
か
い
た

ら
、
水
分
と
と
も
に
塩
分
も
取
り
ま

し
ょ
う
。

　

ビ
ー
ル
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む

飲
料
は
、
か
え
っ
て
体
内
の
水
分
を

出
し
て
し
ま
う
た
め
水
分
の
補
給
に

は
な
ら
ず
、
逆
に
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
暑
さ
や
の
ど
の

渇
き
を
感
じ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し

ま
し
ょ
う
。
寝
る
前
も
忘
れ
ず
に
！

４　
「
お
か
し
い
!?
」
と
思
っ
た
ら

　

病
院
へ

　

熱
中
症
は
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐

き
気
、
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
か
ら
、

ひ
ど
い
と
き
に
は
意
識
を
失
い
、
命

が
危
険
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
涼
し

い
と
こ
ろ
に
避
難
し
、
医
療
機
関
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

５　

周
り
の
人
に
も
気
配
り
を

　

自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ご
近

所
で
声
を
掛
け
合
う
な
ど
、
周
り
の

人
の
体
調
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
等
行
事
を
実
施
す
る
時

は
気
温
や
参
加
者
の
体
調
を
考
慮
し

て
熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

健
康
い
き
い
き
課　

健
康

管
理
担
当　

☎
６２

−

０
７
１
６

◎
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

　

前
年
の
所
得
に
基
づ
い
て
負
担
区

分
（
負
担
割
合
）
を
見
直
し
、
新
し

い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
平
成
２９
年
８
月
か
ら
平
成
３０
年

７
月
３１
日
ま
で
ご
使
用
い
た
だ
け
る

高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
が
対
象
で

す
）。
必
ず
受
領
く
だ
さ
い
。

◎
限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

　

窓
口
で
の
お
支
払
い
が
限
度
額
ま

で
で
済
む
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

は
、
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
ま
す

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
、
入
院

時
の
食
事
代
の
減
額
も
併
せ
た
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
が
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
ま

す
）。
こ
ち
ら
の
認
定
証
も
有
効
期

限
が
７
月
３１
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
継
続
し
て
入
院
し
て
い
る
方

な
ど
は
８
月
以
降
、
再
度
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
外
来
で
も
適
用

で
き
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
町
民

課
保
険
・
年
金
担
当
の
窓
口
に
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
民
課　

保
険
・
年
金
担

当　

☎
６２

−

２
１
５
４

　

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
医
療
機

関
や
薬
局
の
窓
口
で
支
払
っ
た
額

７０歳以上の方の自己負担限度額（月額）

集団がん検診（住民検診）は、 ①上記の申込み用紙　又は　②折込ハガキ　どちらでもお申し込みいただけます。
①上記の申込み用紙を使用する場合は、お手数ですが、切り取ってご使用ください。
　記入もれがないか確認後、封筒に入れて郵送してください。
②折込ハガキを使用する場合は、記入もれがないか確認後、そのまま投函してください。
●申込み用紙、折込ハガキ　どちらの場合でも、下記の回収場所に直接提出いただけます。

※回収場所：健康いきいき課・ふれあい交流センター・北部交流センター・知識の森図書館・Ｂ＆Ｇ海洋センター

★申込み方法

＊
１　

世
帯
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
（
１
人
世
帯
の
場
合
は
３
８
３
万
円
未
満
）
の

場
合
や
、「
旧
た
だ
し
書
所
得
」
の
合
計
額
が
２
１
０
万
円
以
下
の
場
合
も
含
み
ま
す
。

＊
２　

過
去
１２
か
月
以
内
に
３
回
以
上
、
上
限
額
に
達
し
た
場
合
は
、
４
回
目
か
ら
「
多
数
回
」

該
当
と
な
り
、
上
限
額
が
下
が
り
ま
す
。

が
、
月
の
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
に

一
定
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え

た
金
額
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
年

齢
や
所
得
に
応
じ
て
支
払
う
医
療
費

の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
見
直
し
で
は
、
上
位
所
得
者
と

一
般
の
所
得
者
の
限
度
額
が
、
新
た

な
自
己
負
担
額
に
設
定
さ
れ
ま
す
。

適用区分 外来
（個人ごと） 外来+入院（世帯ごと）

現役並み 課税所得
145万円以上の方 44,400円

80,100円
+（医療費−267,000円）×1%
〈多数回44,400円＊2〉

一般
課税所得
145万円未満の
方（＊1）

12,000円 44,400円

住民税
非課税

Ⅱ　住民税非課税世帯
8,000円

24,600円
Ⅰ　住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など） 15,000円

平成２９年７月まで

適用区分 外来
（個人ごと） 外来+入院（世帯ごと）

現役並み 課税所得
145万円以上の方 57,600円

80,100円
+（医療費−267,000円）×1%
〈多数回44,400円＊2〉

一般
課税所得
145万円未満の
方（＊1）

14,000円
年間上限

14万4,000円

57,600円
〈多数回44,400円＊2〉

住民税
非課税

Ⅱ　住民税非課税世帯
8,000円

24,600円
Ⅰ　住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など） 15,000円

平成２９年８月から ➡

〔 〕


